
関市消防委員会議事録 
 

○日時 

 令和７年６月６日（金曜日）    午前１０時００分 開議 

                  午前１１時００分 閉議 

 

○場所 

 関市役所 ６－２会議室 

 

○出席委員 

 委  員  長  波 多 野 寿 啓    副 委 員 長  福 地 潮 人 

 委     員  足 立 秀 人    委     員  土 屋 泰 弘 

 委     員  磯 野 勝 美    委     員  安 田 す み 子 

委     員  中 嶋   亘    委     員  河 村 充 浩 

 委     員  菊 山   譲     

 

○欠席委員 

 委     員  後 藤 ル ミ 子 

 

○説明のため出席した者 

市 長 公 室 長 相 宮   定 危 機 管理課長 森   啓 一 

危 機 管 理 課 

課 長 補 佐 
川 﨑 智 明 

危 機 管 理 課 

係 長 
笠 井 達 裕 

 

○傍聴者 １名 

 

○説明 

 ・消防委員会について 

 ・関市消防団の概要について 

 

○議題 

 （１） 令和７年度消防団活動計画について 

（２） 令和７年度消防団関係予算について      

 （３） 消防団活性化計画の進捗について 

 

○議事録 

令和７年６月６日 午前１０時 開会 

 

 



・消防委員会について 

・関市消防団の概要について 

  事務局 説明 

 

議題（１） 令和７年度消防団活動計画について 

  事務局 説明 

（消防委員） 

出初式はやらないという解釈でよろしいでしょうか。 

（事務局） 

資料９に記載しましたが、出初式は取りやめ、団員表彰・放水を４月の辞令交付式に

組み込んで実施できるよう検討しております。 

 

議題（２） 令和７年度消防団関係予算について 

  事務局 説明 

（消防委員） 

ポンプ車の購入についてですが、ポンプ車は準中型免許がないと乗れないと聞いてい

ます。ポンプ車を減らし、普通免許でも乗れる軽積載車を増やしたらどうでしょうか。 

（議長） 

今年購入した車両は、買い替え時期が来たということでよろしいですか。 

（事務局） 

車両の更新は２０年を基準としており、現在計画どおりに更新しています。ポンプ車

については今現在各分団１台ずつ確保しております。 

今貴重なご意見をいただきましたが、能登で発生した地震でも大きな車が入っていけな

い場所が多くあり、小型化した車両にした方がいいのではないかという意見を聞いてお

ります。我々としましても、総合的に判断をし、今後の更新計画を見直していきたいと

考えております。 

（消防委員） 

軽積載車は経費が少なくて済みますが、難点なのがホースなどの荷物が載らないこと

です。現場についてもホースがないと困りますし、後部座席に荷物を載せると今度は人

が乗車できなくなるので、そのような兼ね合いもあります。 

 

議題（３） 消防団活性化計画の進捗について 

事務局 説明 

（消防委員） 

安全競技大会で操法を行う分団がなかったが、関市は県の操法大会に出場しないとい

うことが決まっているのですか。 

（消防委員） 

今回は操法の部の出場を希望する分団がいなかったので競練の部のみの実施となりま

したが、県大会へ出場しないと決めたのではなく、これから希望者を募って、関市選抜

として出場する予定でおります。 



（消防委員） 

私の住む地域ですが、昔は自治会から消防団員を選出していました。今は地域に若い

人が大変少なくなり、一度団員を経験しているからもういいという方が多いです。再入

団してもらうことも考えてはいますが、やってくれる人もなかなかいないので、本当に

団員確保が課題だと思います。ただ、人がいないのに増やすことは難しいので、組織的

な作り変えをしていかないと進んでいかないと思います。 

年齢が上の方でも元気な人は地域に多くいますので、基本団員がいなければ機能別団

員を増やしてフォローするということも１つの手だと思います。市の方で条例を改正し

ていただき、機能別団員を増やして地区の安全を維持したいという考えもありますので、

よろしくお願いします。 

（消防委員） 

消防団をやっていただく期間は研修、講習を受けていろいろなことを覚えていただく

研修期間だと思っています。その方たちが地域に戻り、地域にそういった方が何人かい

れば、何かあったときにも立ち上がっていけます。現役の消防団員だけでなく、経験者

の方々と協力し合って地域を守っていけると思います。 

（消防委員） 

支援団員が増えています。こういった状況だから、と言って手を上げてくれた人が今

年も結構いましたが、現実には増やせないということで今はお断りしています。 

（消防委員） 

支援団員は年齢制限がありますが、基本団員は年齢制限がありません。 

消防団員がいないことを地域の人がどう思うか。災害が同時に起きれば行政は全地域

には手が届かなくなり、地域ごとに立ち上がっていくしかないので、そのときにどのよ

うにしたらいいかを地域で話し合っていただければと思います。 

（消防委員） 

平成３０年（７月豪雨）の経験をしているので、そういった意識がどこまで持つかと

思います。地域の組織で頑張っていきたいと思います。 

 

令和７年６月６日（金曜日） 午前１１時００分 閉議 

 


